
第６章　全ての主体が参加する環境保全の取組

  第１節　良好な環境を支える人づくり

第１項　環境学習の推進

　「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育

の推進に関する法律」（以下「本法」という。）が

平成15年度に成立し、平成17年度に「群馬県環

境学習推進基本指針」（以下「基本指針」という。）

を策定しました。

　平成23年度に本法が「環境教育等による環境

保全の取組の促進に関する法律」として改正され、

体験の機会の場などの新しい制度の創設とともに、

行動計画の策定などが規定されました。

　そこで、基本指針の理念を引き継ぎ、具体的な

環境学習の行動へつなげるための行動計画とし

て、「群馬県環境学習等推進行動計画」を策定しま

した（平成27年３月）。この行動計画では、『環境

に興味を持ち「人と環境」の関係について総合的

かつ科学的な理解を深め、環境に責任と誇りをも

って、主体的に行動できる人を育てる学習』を具

体化していくため、県の推進施策や具体的な取組、

評価指標を用いた点検などを定めています。

１　　群馬県環境学習等推進行動計画の推進　【環境政策課】

〈主な指標と最新実績〉

動く環境教室年間受講者数　5,383人

環境アドバイザー登録者数　248人

ぐんま環境学校（エコカレッジ）修了者数　26人

森林環境教育参加者数　14,670人

森林環境教育指導者数　　153人

　「動く環境教室」は、環境問題について、子ど

もたちにわかりやすく体験的に学べる機会を提供

する取組です。

　環境学習サポーターが講師となって、小中学校

等に教材を持ち込み、水、ごみ・リサイクル、大

気、温暖化などをテーマに、実験や実習を交えて

学習します。

　この学習を通して、子どもたちが自分の生活と

環境問題のつながりに気付き、普段の生活から環

境にやさしい行動を心がける意識を育みます。

２　　動く環境教室の推進　【環境政策課】

表2－6－1－2　動く環境教室開催状況

年度 H26 H27 H28 H29 H30

件数 72 73 88 87 87

人数 4,619 5,026 5,633 6,293 5,383

表2－6－1－1　評価指標の達成状況（平成29年度実績）

達　成 概ね達成 未達成

指標の数 ８ ０ ５

動く環境教室の様子
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　環境学習サポーターは主に ｢動く環境教室｣ に

おいて講師を務めます。

　「動く環境教室」で学習する分野に必要な知識

を習得するための座学や、子どもたちの興味を引

きつける話し方や学習の流れを踏まえた実験の仕

方など、体験的な学習から行動へ結びつけるため

の研修を行っています。

　また、ぐんま環境学校（エコカレッジ）のカリ

キュラムに研修を組み込み、環境学習サポーター

の育成を行っています。

　環境学習や地域の環境活動に自ら進んで取り組

むことができる人材を養成するため、環境問題に

関連する幅広い分野のカリキュラムによる「ぐん

ま環境学校（エコカレッジ）」を実施しています。

　平成30年度は、６月から12月にかけて講義や

ワークショップ、フィールドワーク等を実施しま

した。受講生は、環境保全や気候変動、環境学習、

リサイクルなどに関する講義や、尾瀬ボランティ

ア講座、森林整備体験、清掃センターでのリサイ

クル実習を通して、知識を深めるとともに今後の

活動への意欲を新たにしました。

　修了生は、群馬県環境アドバイザーに登録され

るとともに、動く環境教室の環境学習サポーター

として活躍している方もいます。

　令和元年度も事業を継続し、講師や受講生相互

の交流の場を設け、横のつながりを築けるように

配慮しながら、環境活動に自ら進んで実践できる

人材を育成していきます。

３　　環境学習サポーターの育成　【環境政策課】

４　　ぐんま環境学校（エコカレッジ）　【環境政策課】

表2－6－1－4　修了者数の推移 （単位：人）

表2－6－1－3　環境学習サポーターの人数 （単位：人）

年度 H26 H27 H28 H29 H30

人数 40 46 45 51 49

年度 H26 H27 H28 H29 H30

修了者数 21 17 31 15 26

　環境保全活動の地域リーダーとして活躍する人

材の育成・支援のため、平成4年度から群馬県環

境アドバイザー制度を設けており、248名（平成

30年度末現在）の環境アドバイザーが県に登録

し活躍しています。

【環境アドバイザーの活動概要】

　環境ボランティアとして、環境美化活動、地球

温暖化対策、ごみの減量や自然エネルギー等、様々

なテーマで活動しています。

　平成11年度から環境ボランティアに委託して

いる「地域環境学習推進事業」も、主に環境アド

バイザーが企画・立案・実施をしています。

　また、環境アドバイザー相互のネットワーク作

りのため、平成９年度に「群馬県環境アドバイザ

ー連絡協議会」を設置しました。役員会・幹事会

を随時開催し、重点活動について協議するととも

に、会報「グリーンニュース」の発行、専門部会・

委員会（ごみ問題、温暖化・エネルギー、自然環

５　　群馬県環境アドバイザー登録、支援、活躍　【環境政策課】

講義の様子
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境、広報委員会）の運営、地域ごとに活動する地

域部会など「行動する環境アドバイザー」をスロ

ーガンに専門性を伸ばしながら、アドバイザー同

士のつながりを意識した活動に取り組んでいます。

さらに平成30年度には、群馬県と共催で６回目

となる「みんなのごみ減量フォーラム」を開催し

ました。フォーラムでは食品ロスや生ごみの減量

を主なテーマとして、基調講演やパネルディスカ

ッションが行われ、活発な討論が交わされました。

表2－6－1－5　群馬県環境アドバイザー登録者数の推移 （単位：人）

年度 H26 H27 H28 H29 H30

登録者数 297 248 303 326 248

　こどもエコクラブは、幼児から高校生までなら

誰でも参加できる環境活動のクラブです。二人以

上の子どもと、子どもたちをサポートする一人以

上の大人でクラブをつくることができ、県がこの

クラブの活動を支援しています。

　環境省のバックアップのもと全国で取り組まれ

ており、全国大会も開催されています（平成23

年度より日本環境協会が運営）。群馬県では平成

８年からこどもエコクラブが結成されています。

平成30年度の登録状況及び事業状況は次のとお

りです。

平成30年度の登録状況

　　●クラブ数 39クラブ

　　●会員数 1,353名

　　●サポーター 251名

ア　群馬県こどもエコクラブ学習会

　県内のエコクラブが一堂に会し、合同体験学

習交流会を行いました。

ａ　日時：平成30年８月25日（土）

ｂ　場所：国立赤城青少年交流の家（前橋市）

ｃ　参加者：63名

ｄ　プログラム： レクリエーション、自然観察・

散策「森のパワーを探そう」

イ　群馬県こどもエコクラブ交流会

　県内各クラブの１年間の活動の成果を発表し、

相互の交流を図るため、交流会を行いました。

ａ　日時：平成31年１月12日（土）

ｂ　場所：前橋市児童文化センター（前橋市）

ｃ　内容：

○ 活動発表・交流会参加者88名（３クラブ及

び緑の少年団１校））

・前橋市児童文化センター環境冒険隊（前橋市）

・なんきつ子どもエコクラブ（前橋市）

・高崎イオンチアーズクラブ（高崎市）

・前橋市立若宮小学校緑の少年団（前橋市）

○壁新聞掲示（４クラブ及び事務局）

・しらさわエコキッズクラブ

・前橋市児童文化センター環境冒険隊

・スター☆クラブ

・高崎イオンチアーズクラブ

・県事務局

○科学工作：

　自作のソーラー充電ライトを作成して、参加

者全員が持ち帰りました。

６　　こどもエコクラブへの支援　【環境政策課】

表2－6－1－6　群馬県内のこどもエコクラブの変遷

年度 H26 H27 H28 H29 H30

クラブ数 29 50 45 45 39

クラブ員数 2,268 1,883 1,225 1,300 1,353

みんなのごみ減量フォーラム

交流会の様子

学習会の様子
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森林環境教育植樹体験

　平成26年度から始まった「ぐんま緑の県民基

金市町村提案型事業」では、児童生徒や、県民を

対象とする森林環境教育や森林体験活動を支援す

るとともに、森林の機能や重要性について普及啓

発を図る取組を実施しています。

　平成30年度は、県内18市町村において39事業

の自然観察会や間伐体験の開催を支援し、森林体

験バスツアーなどの実施を通して、10,794人の

方に森林の機能や重要性について学んでもらうこ

とができました。

　本県の森林や地球環境を社会全体で守り育てる

意識を醸成するため、自然の解説者である「緑の

インタープリター」を養成し、森林や緑とふれあ

う様々な自然体験活動を通じて人間生活や環境と

森林の関係について理解を深め、緑豊かな郷土づ

くりを推進します。

　養成した緑のインタープリターは、小・中学生

を対象にしたフォレストリースクールや緑の少年

団育成事業、ぐんま緑の県民基金事業の市町村提

案型事業、森林観察会・自然講座などの森林環境

教育事業の場で活動しています。

７　　ぐんま緑の県民基金市町村提案型事業（森林環境教育・普及啓発）　【緑化推進課】

８　　ぐんま緑の県民基金事業（森林環境教育指導者養成）　【緑化推進課】

緑のインタープリター養成講座

フォレストリースクール

　小・中学校での講義や体験活動等を通じて、森

林や緑化の重要性を認識させ、森林保全や環境保

護への意識啓発を図るため、県内各地で実施しま

した。近隣の里山の自然観察や林業体験、校庭の

木々を生かしたネイチャーゲームやクラフト等を

実施するために講師を派遣して、学校の授業を支

援しました。

　また、夏休み中に赤城ふれあいの森において、

「夏の森林教室」を実施し、児童と引率の教員に、

自然観察や「ツリーイング」を体験してもらい、

森林や林業について幅広く学ぶ場を提供しました。

９　　小・中学生のためのフォレストリースクール　【緑化推進課】

表2－6－1－8　フォレストリースクール参加者数 （単位：人）

表2－6－1－7　事業の実施状況 

年度 H26 H27 H28 H29 H30

参加者 2,585 3,336 2,889 2,807 2,805

 年度
実績 H26 H27 H28 H29 H30

市町村数 11 14 20 20 18

事業数 15 31 39 39 39
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　緑の少年団は、緑と親しみ緑を守り育てるなど

の活動を通して、自然を愛し人や社会を愛する心

豊かな人間に育てることを目的に、県内の小学校

を中心に組織された団体で、現在317団体、約

６万人の子どもたちが活動しています。

　学校林の整備や森林の学習会、地域の施設への

プランターの寄贈や清掃活動等、学校や地域の実

態に応じて様々な活動が展開されています。県で

は広くこの活動を支援し、体験活動や学習機会を

提供することを通じて森林環境教育を推進しまし

た。

　森林の持つ公益性や多面的機能に対する県民の

関心、森林や環境を大切にする意識を高めるため、

憩の森・森林学習センターにおいて、子供から大

人まで幅広い年代を対象にしたイベントやNPO

法人等への活動フィールドの提供、指導者養成の

ための研修会などを年間を通して開催し、森林環

境教育を推進しています。

　県の総合的な緑化推進の拠点として、緑化思想

の普及啓発、緑化技術の指導、森林環境教育等を

実施するとともに、市町村及び緑化関係業界等に

対し緑化情報の提供や技術支援を実施しています。

　また、平野部にあることから、平地林保全対策

の拠点として、近隣にある平地林を管理するととも

に平地林に関する情報交換の場にもなっています。

（1）緑化関係講座の開催状況

　平成30年度は、県民等を対象とした緑化講座

を21回、小学生等を対象とした森林環境教育と

しての森林楽習講座を10回開催しました。

　また、例年５月４日には、「みどりの日」の趣旨

を普及・啓発するため、みどりの集いを開催して

います。講座等の受講者数は表2－6－1－10の

とおりです。

（2）来園者数の推移

　保健休養の場を提供するため樹木見本園、庭園

見本園等を整備しており、年間およそ３万５千人

の来園者があります。来園者数の推移は表2－6

－1－11のとおりです。

10　　緑の少年団育成　【緑化推進課】

11　　憩の森・森林学習センターの運営　【緑化推進課】

12　　緑化センターの運営　【緑化推進課】

緑の少年団活動

緑化講座の様子

表2－6－1－9　憩の森・森林学習センター利用者数 （単位：人）

年度 H26 H27 H28 H29 H30

利用者数 11,215 11,919 11,962 12,517 12,442

表2－6－1－10　緑化関係講座等の受講者数 （単位：人）

表2－6－1－11　緑化センター来園者数 （単位：人）

講座名 緑化講座 森林楽習講座 その他

受講者数 1,118 367 88

年度 H27 H28 H29 H30

来園者数 38,264 33,284 29,669 35,155
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（1） 専門的な知識と指導力を備えた教員を養成

する環境教育研修

　今日、環境問題を解決し、持続可能な社会を構

築していくためには国民の環境に対する意識を高

め、一人一人が環境に配慮した行動をとることが

重要であり、各学校では、その基盤となる環境教

育・環境学習を推進することが重要であると考え

ます。

　そのため、県教育委員会では、国が主催する環

境教育に関わる研修等の紹介や、総合教育センタ

ーにおける研修講座の実施を通して、環境教育に

関する専門的な知識と児童生徒への指導力を備え

た教員を養成できるようにしています。

（2）教育現場での環境教育の充実

　各学校で環境教育の充実を図るためには、各教

科、特別の教科道徳、総合的な学習の時間及び特

別活動等それぞれの特質に応じて、児童生徒、学

校、地域の実態を踏まえながら環境に関する学習

が行われるようにすることが重要です。

　そこで県教育委員会では、特に小・中学校にお

いて、系統的な取組ができるよう、環境教育全体

計画の作成、見直しをお願いしています。

　また、県内の環境教育の特色ある取組を広く紹

介するため、環境教育実践事例集「みんなの環境

わたしたちの実践」を毎年２月に作成し、県総合

教育センターのWebページに掲載しています。

この実践事例集では、小、中、高等学校の優れた

取組を１校ずつ紹介しています。

13　　教育現場での環境教育の充実　【（教）義務教育課】

　県では、各学校で環境教育を効果的に推進でき

る教員を養成するため、全校種の教員を対象に

「見る・触れる・体験する環境教育研修講座」を

実施しています。平成30年度は、８月に川場村

の桜川において、水生昆虫観察会を実施し、県が

進める自然と人に優しい川づくりについて学びま

した。10月には、上野村において、森林資源の

地産地消に関する取組や神流川発電所の見学を実

施しました。こうした研修を通して、児童生徒に

実体験を伴った環境学習を実践するための指導力

の向上を図っています。また、広い視点で環境教

育を捉えるため、体験・分析・見学という形での

バランスのよい展開に留意しています。参加者は

延べ24名でした。

【研修の概要】

（1）自然と人に優しい川づくり

日時：平成30年８月10日（金）

場所：川場村桜川

内容：実体験を伴った環境学習の実践について

　　　講義「環境に配慮した川づくり」

　　　　　 「自然体験活動の実際」

　　　実習「桜川水生昆虫観察会」

講師：県県土整備部河川課川づくり係

　　　県立ぐんま昆虫の森昆虫企画係

（2） 上野村における森林資源の地産地消

日時：平成30年10月26日（金）

場所：上野村産業情報センター

内容：エネルギーに関する最先端の研究について

　　　講義「森林資源の地産地消」

　　　見学「上野村におけるバイオマス発電」

　　　　　　「神流川発電所の取組」

講師：上野村産業情報センター

14　　教員向け研修講座（環境教育研修講座）の実施　【（教）総合教育センター】
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　県民共通の財産である森林を守り、育て、次世代に引き継いでいくため、「ぐんま緑の県民税」を平成26

年４月から導入し、奥山など条件不利な森林の整備や森林ボランティア支援センターの運営、森林環境教

育の指導者育成及び荒廃した里山林の整備などの事業を展開してきた結果、森林を守り育てる意識が高ま

るとともに、間伐等の森林整備が進むなど、「豊かな水を育み、災害に強い森林づくり」及び「里山・平地

林等の森林環境を改善し、安全・安心な生活環境を創造」に向けて成果が着実に上がってきています。し

かし局地的集中豪雨による大規模災害の多発のほか、野生鳥獣による農作物被害の区域拡大など、新たな

課題の発生や地球温暖化を防止するための吸収源対策など、森林整備や保全に対する県民の関心や期待は

一層高まっています。このため、引き続き県民の皆さんと協力し、取組を進めていきます。

ぐんま緑の県民基金事業の継続についてコラム

【関係業務】

（1）尾瀬自然体験研修（小・中学校初任者研修）

　ア 　事前研修　尾瀬の自然体験について理解す

るとともに、尾瀬の自然、歴史、環境保全に

ついて学びます。

日時：平成30年７月25日（水）

　　　平成30年８月８日（水）

場所：総合教育センター

内容：「尾瀬の教育的価値」

イ 　現地研修　尾瀬の自然環境のすばらしさを

体感するとともに、児童生徒を引率する上で

の環境保全に関する知識を習得します。

日時：平成30年７月26日（木）

　　　平成30年８月９日（木）※台風により中止

場所：尾瀬国立公園

内容：「尾瀬自然体験研修」

ウ 　事後研修　研修の成果と課題をまとめ、引

率時の指導者の役割や体験活動の意義につい

て理解します。

日時：平成30年７月27日（金）

　　　 平成30年８月10日（金）

　　　※前日の現地研修中止に伴い中止

場所：群馬県総合教育センター

内容：「自然遺産の教材化に向けて」

　　　「研修成果のまとめ」
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　衛生環境研究所では、感染症・食中毒などの衛

生・医療及び水・大気などの環境保全に関する調

査・研究を実施しています。

　このうち環境分野では、従来の自然科学を中心

とした調査・研究に加え、社会学的なアプローチ

にも力を入れ、研究を進めています。

　平成30年度に実施した主な調査研究のテーマ

は、表2－6－1－12のとおりです。これらの一

部は環境省や文部科学省の競争的研究資金を獲得

し、実施した研究です。

１　　試験調査研究の推進、成果の公表　【衛生環境研究所】

第２項　環境情報の提供と共有化

表2－6－1－12　衛生環境研究所における主な調査研究

調査研究テ－マ 内　容

１
魚へい死事案の原因究明方法
の確立～新規調査方法の展開
に向けて～

魚へい死事案の原因究明率を向上させるために確立した調査方法を全国展開
することを目指し、新規調査方法の課題解決に向けた検討等を実施した。２
年間のモニタリング調査結果から農薬類の検出状況を解析し、平常時のモニ
タリング方法を提案した。水中濃度予測式の精度確認試験を実施し、一定の
成果を得た。全国展開を目指し、引き続き検討していく。

２
環境DNAを利用した生物多様
性に関する調査

魚類の生息域を確認する新たな調査手法として、環境中に残存する魚類の
DNAを利用した調査手法の検討を行った。まず、モニタリングに必要な試料
のサンプリング方法のマニュアルを作成した。また、併せて結果公表用のマ
ッピングデータベースを構築した。現在検討中である検査手法のマニュアル化
を経て、県内の魚類の生息域調査を実施していく。

３
多々良沼の水質把握と汚濁負荷
量調査

多々良沼の過去の水質調査結果のまとめと汚濁負荷量推定を行った。内部生
産CODの推計を行ったところ、COD全体の４～６割を占めていると推定さ
れ、その対応は重要であることがわかった。また、外部負荷は生活系の負荷量、
特に単独浄化槽によるものが大部分を占めるため、合併浄化槽や下水道等の
処理形態への移行により水質改善が期待できることが示唆された。

４

地方環境研究所の強みを活か
した科学リテラシー教育モデル
の構築と全国展開への挑戦
＜科研費基盤Ｃ＞
（共同研究機関：高崎経済大学、
国立環境研究所）

昨年度、開発した受講者アンケートを使って、本県以外の研究所が行う環境
教育に対しても効果検証を行い、科学リテラシー向上の効果があることを確認
した。こうした効果を持つ環境教育の全国的な活性化を目指して、本研究で
得た知見を教育機関等に周知するための論文発表も行った。このほか、効果
測定の新たな手法として、学習者の発話記録にも着目した研究を進め、評価
のための指標を開発した。

５

教科と連環した新しいアクティ
ブラーニング型環境教育の確立
と教育効果測定指標の開発
＜科研費基盤Ｃ＞
（共同研究機関：高崎経済大学）

次期学習指導要領で重視されている『アクティブラーニング』の導入を核とし
た教育の質的転換に着眼し、教科教育と連環した新しい環境教育モデルの確
立を目指す。平成30年度はビオトープを利用した自然体験学習の効果測定を
行い、ここから自然体験学習を評価する「発見」、「分析・表現」、「感動」、「意欲・
積極性」、「消極性」の５つの指標を構築した。

６

革新的モデルと観測・室内実験による有
機エアロゾルの生成機構と起源の解明
＜環境研究総合推進費＞
（共同研究機関：国立環境研究
所、高崎経済大学）

PM2.5の中でも動態・発生源が未解明である有機エアロゾルに着目し、室内
実験・フィールド観測に基づいて、その生成機構と起源解明を可能とする革
新的なPM2.5大気予測モデルを開発する。当所ではフィールド観測を担当し、
PM2.5中の有機物の化学分析法の検討と都市・郊外・森林地点においてPM2.5

の観測を実施した。夏季の光化学反応によって特定の有機物が増加すること
を捉えた。

７

東南アジアをモデルフィールド
とした大気汚染粒子の粒径別
特性化と雨水移行現象の解明
＜科研費基盤Ｂ（海外学術調査）＞
（共同研究機関：埼玉大学）

PM2.5対策には、越境大気汚染の影響や二次粒子生成過程を詳細に把握する
必要がある。本研究では越境汚染時に気塊の起源となり、かつ様々な発生源
影響を観測できるベトナムをモデルフィールドとし、ナノ粒子から粗大粒子ま
でを粒径別に捕集し、成分分析を行う。これにより発生源の複合影響を調査し、
国内での二次粒子生成を解明するための知見を得る。

８

群馬県におけるPM2.5高濃度要
因の解明 （PM2.5の環境基準超
過をもたらす地域的/広域的汚
染機構の解明）
（共同研究機関：国立環境研究所ほか）

群馬県においてPM2.5が環境基準を超過する要因の解明を目指し、国立環境
研究所及び地方環境研究所と連携し、高濃度日を対象にしたPM2.5のサンプ
リング、成分分析、事象解析を行った。群馬県では、東アジアからの越境汚
染の影響は大きくなく、県内または関東圏といった範囲の地域汚染が要因とな
っていることが推察された。
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　小中学校や地域などにおける環境学習や環境活

動を総合的に支援するため、平成15年度に環境

サポ－トセンタ－を開設しました。

　センタ－では、環境学習や活動に関する質問や

相談の受付、情報提供・発信、動く環境教室の運

営、環境アドバイザ－やこどもエコクラブの活動

支援などを行っています。

〔概要〕

・設置場所

　群馬県環境政策課内

・設備等

　移動環境学習車（エコムーブ号）、　実験器具等

〔平成30年度の利用状況〕

・質問・相談件数　1,040件

２　　環境サポートセンターの運営　【環境政策課】

　森林環境問題への関心が高まるなか、多くの方

に森林にふれることの楽しみと森林整備の重要性

を知ってもらうため、県民参加による森づくりを

進めています。

　県では森林ボランティア活動を推進し一体的な

支援を行う拠点として、平成26年10月に「森林

ボランティア支援センター」を開設し、作業時の

安全対策・器具の取扱い講習会等の開催、森林整

備作業器具の貸出しなどを行っています。

　また、企業ボランティアでは、平成30年度末

時点で、「企業参加の森林づくり」で29団体（31

協定）、「県有林パートナー事業」で９団体が森林

整備に取り組んでいます。

３　　森林ボランティア等推進　【緑化推進課】

表2－6－1－14　企業ボランティア協定締結数

年度 H26 H27 H28 H29 H30

締結数 35 37 37 39 40

安全講習会

表2－6－1－13　森林ボランティア団体会員数
 （単位：人）

年度 H26 H27 H28 H29 H30

会員数 4,968 5,046 5,344 4,927 5,318

　県では森林の整備・保全を社会全体で支える県

民意識を醸成するため、憩の森・森林学習センタ

ーに森林ボランティアの活動拠点として「森林ボ

ランティア支援センター」を設置し、ヘルメット

やノコギリなどの森林整備作業器具の貸出しや安

全講習会の開催（10回開催、合計146人参加）、

専用ホームページ「モリノワ」による情報の収

集・発信、「森林ボランティア体験会」の開催（３

回開催、合計47人参加）など、森林ボランティ

ア活動に一体的なサポートを行っています。

４　　ぐんま緑の県民基金事業（森林ボランティア支援）　【緑化推進課】

182



　本県の豊かな自然環境を守り、確実に次代に引

き継いでいくためには、次代を担う子どもたちへ

の環境学習が重要であることから、平成16年度

から環境白書の普及版として、こども環境白書を

作成し、県内小中学校などの教育機関を中心に配

布を行っています。

　平成29年度に作成した最新版では、群馬県の

環境などをデータやイラストを使ってわかりやす

く整理するとともに、学校での環境学習の副読本

として活用してもらうため、主に小学校４年生か

ら６年生の学習指導要領との整合に配慮した内容

となっています。

　県では、環境に対する理解を深めてもらうこと

を目的に、平成24年３月から群馬県環境情報ホ

ームページ「ECOぐんま」を開設し、県内の環

境に関する情報を発信しています。ホームページ

内では、環境についてのイベント情報や、家庭で

のCO2排出量診断、EV充電マップ等の様々なコ

ンテンツを見ることができます。

「ECOぐんま」ホームページアドレス

http://www.ecogunma.jp/

　平成30年度は、環境に関する活動を実施して

いる団体の紹介、県主催のイベントの告知や環境

学習資料の掲載などを行いました。本ホームペー

ジの閲覧数の推移は表2－6－1－15のとおりで

す。

５　　こども環境白書の作成　【環境政策課】

６　　環境情報ホームページ（ECOぐんま）の運用　【環境政策課】

表2－6－1－15　「ECOぐんま」ホームページ閲覧数

年度 H26 H27 H28 H29 H30

閲覧数 39,402 33,071 45,658 43,822 46,740

ぐんまちゃんのこども環境白書

183

第２部　ぐんまの環境　第６章　全ての主体が参加する環境保全の取組



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages true
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth 8
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [300 300]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


